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中大口径管きょ更生工法
パルテム・フローリング工法

田　中　翔　吾

地下にຒ設されたط設管きΐは，࿝ٺ化が進行している。標準的な଱用年数 5� 年を௒える管きΐは，
໿ 1�
��� LNに及Ϳといわれ，ޙࠓも૿加することが༧測されている。ۙ年では，下ਫಓ管きΐの࿝ٺ化
にىҼするಓ࿏ؕ຅が年間に໿ �
��� 件発生するなͲ，໰୊がݦ在化しておΓ，ૣٸな対ࡦが必要とされ
ている。特に౎ࢢ部において，開࡟によるෑ設ସえ工๏のద用は，ަ௨事情等の੍໿によΓ困難となって
きている。本報ࠂでは，࿝ٺ化した管きΐをඇ開࡟でߋ生する技術であるύルテϜ・フローϦンά工๏（以
下「本工๏」という）について，工๏֓要と施工事ྫをަえて঺հする。
キーワードɿϦχϡーアル，ߋ生工๏，中େܘޱ，੡管工๏，֦෯部施工

1．はじめに

ϥイフϥインの整備が進Ή一方で，地下にຒ設され
たط設管きΐには経年ྼ化，ེ化ਫૉ等のӨڹによる
෗৯，地൫௜下や地਒等によるഁଛ，ڧ度௿下，࿙ਫ
が見られるなͲ，機ೳが௿下しているものがଘ在す
る。特に中େܘޱ管きΐにおいては，ಓ࿏ؕ຅の要Ҽ
になるなͲ社会ڥ؀に及΅すӨڹがେきいため，ૣٸ
な対ࡦが必要とされている。しかしながら，౎ࢢ部で
の開࡟によるෑ設ସえ工๏は，ۙ年のަ௨事情や地下
ຒ設෺の૿加によΓ，ద用することが困難となってき
ている。また，େ規模な設備を࢖用する工๏では，立
によってద用できない場合گのঢ়ڥの位ஔやपล؀޵
があったΓ，ٸۓの૿ਫ࣌に設備のఫڈや作業員の଴
ආに࣌間を要したΓする。
このようなঢ়گを౿まえ，ඇ開࡟での施工が可ೳで
あΓ，特ผな施工設備を必要としない中େܘޱ管きΐ
の本工๏を開発した。ͦのࡍ，施工࣌の社会生活に༩
えるӨڹをۃ力小さくするため，૽Ի，คਖ，ѱषな
Ͳが発生しないよう特に留意した。また，管きΐのஅ
面形ঢ়やマンϗール形ঢ়に依らͣ対Ԡできることはも
とよΓ，ۂઢ部の施工，ڧ度ิڧ，ද面ඃ෴，部෼修
理なͲ施工χーζに合わͤた対Ԡができる自༝度の高
い工๏として，下ਫಓ管きΐ，೶業用ಋਫ࿏トンωル，
シールドೋ࣍෴工等の様々な෼໺でண実に施工実੷を
৳͹している。

2．工法の概要

本工๏は，ط設管きΐ内で૊立てた߯੡Ϧンάに，
高ີ度ϙϦΤνレン੡のかΜ合部ࡐとද面部ࡐを管࣠
方向に૊෇け，ط設管きΐとද面部ࡐとの間にॆరࡐ
をॆరすることによΓ，ط設管きΐをߋ生する工๏で
ある。ߋ生管は，ط設管きΐとߋ生ࡐが一体になった
ෳ合管となる。ߋ生管の構଄ਤを図─ 1に，工๏の
特௃をᶃʙᶈにࣔす。

ᶃ߯੡Ϧンάを࢖用することで，ബ೑・高ڧ度のߋ生
管が構ஙでき，߯ࡐ量のௐ整と高ڧ度ॆరࡐによΓ
部෼的なڧ度૿加も可ೳである。
ᶄ্࢓Γ面のૈ度܎数が Oʹ ���1� となることで，ط
設管きΐと同等のྲྀ下ೳ力を確保することも可ೳで
ある。
ᶅϙϦΤνレン੡部ࡐを管࣠方向に૊෇けるため，େ
，やۣ形・അఙ形等のҟ形அ面にద用が可ೳでܘޱ
部の施工が容қであΓ，ޯ配ௐ整΁のۂઢや۶ۂٸ
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対Ԡも可ೳである。
ᶆ高ີ度のϙϦΤνレン੡ද面部ࡐを࢖用すること
で，଱ༀ඼性・଱ٱ性がେ෯に向্し，୺ࡐを೩や
してもダイオキシンやڥ؀ϗルϞンの発生ݯとなる
༗֐෺質が発生することがなく，地ڥ؀ٿにѱӨڹ
を༩えない。
ᶇ特घな施工設備を࢖用することなく，൚用の工具で
߯੡ϦンάとϙϦΤνレン੡部ࡐを૊立てることが
可ೳである。
ᶈ߯੡Ϧンάは，ॆరࡐଧ設࣌の支保の໾ׂも୲い，
施工࣌の内ۭが広くऔれるため作業ڥ؀と҆શ性を
確保できる。また，管きΐ内にਫସえ用ϗースの設
ஔも可ೳであΓ，௨ਫ施工も可ೳである。

3．工法の適用範囲

本工๏の標準ద用ൣғを表─ 1にࣔす。

4．使用材料

（1）鋼製リング
߯੡Ϧンάは，ط設管きΐのஅ面形ঢ়にԠじて，か
Μ合部ࡐが૊෇けできるように所定の間ִでෳ数のߔ
が༧め工場にて੾அ加工されている。߯੡Ϧンάは，
ਓ޸や立޵等からൖೖできるେきさに෼ׂされてお
Γ，管࣠方向に一定の間ִ（標準 25� NN）でϘルト
とナットを࢖用して連݁する。߯੡Ϧンά（ۣ形）を

連݁したঢ়ଶを写真─ 1にࣔす。

（2）表面部材
ද面部ࡐは，図─ 2にࣔすஅ面形ঢ়の高ີ度ϙϦ
Τνレン੡部ࡐであΓ，管࣠方向に配ྻする。྆ ୺は，
かΜ合部ࡐとのかΜ合およびॆరࡐとの݁合を確実に
するため，フックঢ়の構଄となっている。

（3）かん合部材
かΜ合部ࡐは，図─ 3にࣔすஅ面形ঢ়の高ີ度ϙ
ϦΤνレン੡部ࡐであΓ，ද面部ࡐのフックによって
確実にかΜ合される。かΜ合部ࡐには，ࢭਫΰϜがऔ
෇けられている。

（4）接合部材
ද面部ࡐとかΜ合部ࡐの૊立ਤを図─ 4にࣔす。
ද面部ࡐとかΜ合部ࡐは，ܘޱやஅ面形ঢ়にかかわら
ͣ標準長さが 5 NであΓ，管࣠方向΁接合するため
にステンレス੡のද面接合部ࡐとかΜ合接合部ࡐを࢖
用する。

දᴷ �　ඪ४ద༻ൣғ

項　　目 標準ద用ൣғ
管　　種 మےコンクϦート管きΐ等

管きΐのܘޱ ・ԁ形ɿ8�� ʙ 3��� NN
େ実੷࠷）　 55�� NN）
・ඇԁ形ɿ୹ล　8�� NN以্
　　　　　長ล　5��� NN以下

施工Ԇ長 1�� N（࠷長実੷ 75� N）
管きΐのஅ面形ঢ় ԁ形，അఙ形，ۣ形，ཛ形なͲ
施工࣌のྲྀਫ৚件 ・管きΐ高さ 15�� NNະຬ

　ਫਂ 3�� NN以下（管内ਫସえ）
・管きΐ高さ 15�� NN以্
　��ਫਂ 6�� NN以下およびྲྀ଎
��12 N�TFD 以下（൒઒締੾）

管きΐ͗ܧखのஈࠩ
（管ܘ等によΓҟなる）

・ԁ形管ஈࠩɿ12 NNʙ 125 NN
・ඇԁ形管ஈࠩɿ1� NNʙ 128 NN

管きΐ͗ܧखの開き 2�� NN以下
内๏ۂ཰൒ܘ 3�6 N以্
度֯ۂ۶ 12 度以下
ޯ配ௐ整 ௐ整高さ 2� NN以下

ࣸਅᴷ �　࿈ۣ݁ͨ߯͠ܗ੡Ϧϯάʢۣܗʣ

ਤᴷ �　ද໘෦ࡐ

ਤᴷ �　͔Μ߹෦ࡐ

ਤᴷ �　઀߹෦ࡐ૊ཱঢ়گ
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（5）充填材
ॆరࡐは，高࿍セメント #種を主成෼とし，ੴփ
ੴ࠭ࡅ，ࠞ ࿨ࡎ，ਫを配合した高ྲྀ動ϞルタルであΓ，
高ڧ度がظ଴できる。ઐ用工場で੡଄され，ミキαー
ंで配ૹされるॆరࡐは，ॆ෼な඼質管理が行われて
いる。ͦの特௃は，ྲྀ動性に༏れ，ෳࡶな形ঢ়の۱々
までॆరできる特性があΓ，ਫ中෼཭఍߅性，ແऩॖ，
ϊンブϦージンά性に༏れている。表─ 2にॆరࡐ
の特性をࣔす。

5．施工工程

標準施工工ఔを図─ 5にࣔす。

（1）準備工
準備工は，工事に必要な઎༗場所を確保し，管きΐ
内のؾ׵ならびにর明設備を設ஔする。施工࣌は，ਫ
ਂが規定஋（6� DN以下）であれ͹ਫସ工なしで੡管
工が可ೳであるが，作業性を確保するためにਫସ工を
実施する場合もある。ਫਂが規定஋以下であってもྲྀ
଎がૣい場合は，ਫସ工を実施する。ਫସ工は，্ྲྀ
ଆにԃを設けてજਫϙンϓを設ஔし，࿏্または管
きΐ内にഉਫϗースを設ஔしてૹਫする。

（2）管内清掃工
管内ਗ਼૟工は，高ѹચড়ंの高ѹਫによΓ管นや管
きΐ内にଯੵしている౔࠭なͲをચいྲྀし，管内ௐࠪ
工ができるఔ度にਗ਼૟する。

（3）管内調査工
管内ௐࠪ工は，管きΐ内ঢ়گをௐࠪし，߯੡Ϧンά
の形ঢ়とੇ๏をܾめるため，所定間ִで管きΐ内ੇ๏
を測定する。管きΐのଛই部やม形部は，ೖ೦にੇ๏
を測定する。

（4）施工前処理工
施工લॲ理工は，੡管工の支োとなるようなಥى
෺，औ෇管のಥ出し，ଯੵしたϞルタル，෗৯ྼ化部
෼等を除ڈする。ジョイント等に࿙ਫが༗る場合は，
管がある場合は，事ذਫॲ理を行う。औ෇管等の෼ࢭ
લにԾ配管を接ଓする。

（5）製管工
（B）߯੡Ϧンά૊立工
߯੡Ϧンά૊立工は，߯੡Ϧンάをマンϗールから
管きΐ内に運ൖし，Ϙルト・ナットで連݁することに
よΓ߯੡Ϧンάを૊立てる。औ෇管等が接合されてい
る場合は，߯੡Ϧンάの位ஔ間ִをௐ整して߯੡Ϧン
άとऔ෇管等がׯবしないようにする。߯੡Ϧンάの
૊立ޙ，各߯੡Ϧンάに位ஔௐ整ۚ具ຢはアンカーを
औ෇け固定する。ߋ生管のޯ配をௐ整する場合は，位
ஔௐ整ۚ具を࢖用して߯੡Ϧンάに高௿ࠩを෇けるこ
とによΓ対Ԡが可ೳである。図─ 6に߯੡Ϧンάの
૊立工をࣔす。
（C）かΜ合部ࡐおよびද面部ࡐ૊෇工
かΜ合部ࡐおよびද面部ࡐ૊෇工は，かΜ合部ࡐを
マンϗールからൖೖし，߯੡Ϧンάに૊෇ける。ͦの
と૊෇ける。औ෇ࡐをൖೖし，かΜ合部ࡐද面部，ޙ
管等が接合されている場合は，Ծ配管を࠹がないよう
に߯੡ϦンάとかΜ合部ࡐおよびද面部ࡐを૊෇け

දᴷ �　ॆరࡐͷಛੑ

項　　　目 特　性　஋
ѹॖڧ度（28 日） 1߸ɿ2� /�NN2 以্

2߸ɿ�� /�NN2 以্
フロー஋（П 5ʷ 1� DN） 3�� ʶ 3� NN

ਤᴷ �　ඪ४施工工ఔ
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る。Ծ配管とද面部ࡐのܺ間には，間٧めࡐを٧める
ことによΓ，ॆరࡐのྲྀ出を๷ࢭする。図─ 7にか
Μ合部ࡐとද面部ࡐの૊෇工をࣔす。

（6）裏込充填工
（B）୺部ॲ理
୺部ॲ理は，かΜ合部ࡐおよびද面部ࡐの୺部を੾
Γଗえ，ط設管きΐとද面部ࡐのܺ間に間٧めࡐを٧
めることによΓ，ॆరࡐのྲྀ出を๷ࢭする。
（C）ॆరޱ設ஔ
ॆరޱは，ද面部ࡐに直接݀を開けてωジ加工によ
Γऔ෇け，下ྲྀଆから5 Nʙ1� Nの間ִで設ஔする。
（D）ཪॆࠐర
ཪॆࠐరは，ॆరϙンϓを࢖用してॆరࡐを数日に
෼けてଧ設する。ॆర࠷ऴ日は，্ྲྀଆに設ஔしたΤ
アーൈきύイϓによΓॆరྃ׬の確認を行う。図─ 8

にཪॆࠐర工をࣔす。

（7）管口仕上工
管্࢓ޱ工は，管ࡐ্͛࢓ޱを࢖用して本管ޱに࢓
্͛を施す。औ෇管ޱは，Ծ配管の੾அまたはఫڈを
行ったޙ，同様の্͛࢓を施す。

（8）施工後管内調査工
施工ޙ管内ௐࠪ工は，施工ޙのঢ়گをௐࠪし，ߋ生
管の্࢓がΓੇ๏を測定する。

6．施工例

本工๏の特௃を生かした施工ྫとして，֦෯部の施
工を঺հする。本工事のط設管きΐஅ面形ঢ়は，図─
9にࣔすۣ形管きΐであΓ，্ྲྀ部では管きΐのย෯

ਤᴷ �　߯੡Ϧϯά૊ཱ工

දᴷ �　工֓ࣄཁ

項　　　目 内　　　　容
用　　్ 下ਫಓ管きΐ
施工ظ間 平成 26 年 12 月ʙ平成 27 年 3 月

設管きΐஅ面形ঢ়ط ۣ形管きΐ
設管きΐੇ๏ط ෯8ʹ 211� NN，高さ)ʹ 212� NN
Γੇ๏্࢓生管ߋ ෯8ʹ 1��� NN，高さ)ʹ 18�� NN
施工Ԇ長 117�� N

ਤᴷ �　͔Μ߹෦͓ࡐΑͼද໘෦ࡐ૊෇工

ਤᴷ �　ཪॆࠐర工

ਤᴷ ըਤܭੜஅ໘ߋ　�

ࣸਅᴷ 設؅͖ΐ֦෯෦ط　�
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が֦େしていく֦෯部がଘ在した。ͦこで，֦෯部の
ੇ๏を測定して，֦෯部形ঢ়に合わͤた߯੡Ϧンάを
設計することによΓ，ط設管きΐ標準部と֦෯部で連
ଓしたߋ生管を形成した。工事֓要を表─ 3に，ط
設管きΐの֦෯部を写真─ 2にࣔす。
֦෯部は，図─ 10にࣔすように۶ۂ部で߯੡Ϧン

ά内पଆの接ଓϐッνをڱくすることによΓ，߯੡Ϧ
ンάに֯度を෇けて配ྻし，標準部から平行に配ྻさ
れる߯੡Ϧンάとಥ合ͤる形で߯੡Ϧンάを૊立て
る。ಥ合ͤ部は，ܧख用߯੡Ϧンάを๊き合わͤるこ
とによΓิڧし，ߋに߯੡Ϧンάの配ྻϐッν中点に
を写گする。施工ঢ়ڧ用߯੡Ϧンάを配ྻしてิڧิ
真─3に，施工ޙの管きΐ内面ঢ়گを写真─4にࣔす。

7．施工実績

平成 27 年 3 月຤現在の施工実੷は，ԁ形管きΐ，
ۣ形きΐおよびഅఙきΐを合わͤて 51
�23 N であ
る。அ面形ঢ়や管きΐઢ形の内༁を見るとԁ形にൺ΂
てඇԁ形（ۣ形・അఙ形）のׂ合が高いことや，۶ۂ
部がؚまれた管きΐや໳形と様々となっておΓ，本工
๏の特௃がେきく実੷に൓өされているものと考えて
いる。

8．おわりに

本工๏ύルテϜ・フローϦンά工๏は，ط設管きΐ
のஅ面形ঢ়にԠじた設計が可ೳであΓ，ԁ形管きΐは
もとよΓۣ形きΐ，അఙきΐ等のあらΏる管きΐに対
Ԡでき，また，ۂઢ ŋ໳形施工も可ೳである。本工๏
ύルテϜ・フローϦンά工๏は，ͦの特௃を生かし，
下ਫಓ管きΐにとらわれͣ೶業用ಋਫ࿏トンωル，
シールドೋ࣍෴工，工業用ਫ࿏ଞి力ಋਫ࿏トンωル
΁と用్ల開をਤっている。ޙࠓも工๏の༏位性を生
かしたఏҊを行い，ϥイフϥインのҡ࣋管理に活用し
ていたͩけるよう工෉վྑしていきたいと考えてい
る。
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